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なぜウソをつくと 
一地獄に行くかと 
\'っとだなあ 
あの山のぅ〜んと 
向こぅにも 
国があってな 
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空は W い、森は緑で 
二人はねそべつて 
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ジンジン鳴る頭のどこかで自分の 
みじめな声が言つていた 
「ほんとのともだちつて首つたじやないか/. 
ジンジンジン . 


◎0 



たくさんの手の平がヒラリと背中を見せて』 
海の底でユラユラゆれたんだ. 





































































それから太郎は 

もつと人と聒さなくなり. 



森や岸辺で 

ただただともだちとの一から十を 

点検しては日を過ごしたのだ 


この村の丘の頂きには I 本の高い木が 
あって、 

いつか太郎の姿はそこにばかリ 
見えるよぅになつた 





r\_ 


ある日太郎が峠を見ていたら 
なにかがやつてくるので…… 



「あの時ブドウの木の下で……」 

「あの時湾つぼの中で . 」 

とな . 

むこぅの泉のそばをともだち夫婦 

がさかしまになつて行くのが //、 

見えたが 1, 
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太郎はもぅなんにも思わな 

かったのだ. 
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「鬼がくるぞぅ/」 

と叫ぶと村人はあわてて 
かくれた 

あとで死にかけた 
クマとわかつても 
みんなの n ソ n ソかくれる 
姿を眺めるのが 

太郎の喑い生きがいに 

なつてしまつたんだな. 
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「鬼がくる ぞう！」 
「寒がくる ぞう！」 
「鬼がくる ぞう！」 


' 、/と太郎の絶叫は 
/山の向こぅにま 

こだまして . 

鬼はほんとうに 
来たのだ 


で 


そいつは青黑くやせていまにも村中のやつらを 
噴いそうだった 

「ほんとの窥だ ぞう！/ ほんとの寒だ ぞう！」 
だが村人はだれ一人きかなかったのだ 



越 




太郎は迷って、迷って考えて、考えて泣いて f 
寒に曾ったんだ 


赢 


I 鬼よ、鬼よ、おれの身はウマイぞ、だがおまえがおれを曠おうと 
してもおれはあの木のてつべんへ逃げるだろう' だがだが、 
おまえがマズイ村のやつらを嗆わないのならおれが噏われ 
てもやろうじやないか、そろそろ生きるのにもあきたからな あ」 





ク 



でも太郎をつかみ噴おうとし 
て鬼は誉った 

「クンクン、おまえはウソツキ 
のにおいがする、こんな具い 
肉を瞳うのはィヤだ 
そのかわり、おまえの口がも 
つともつとうそをつけるよう 
かたいクチバシに、世界中の 
やつらをだませるように 
背に X をやるから、 

てめえ/とつとと消えうせ 
ろお//：」 
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紙ボツチヤン r ~ 
どうぞ 

あたしが死んだら< 
平吉さんのところに一 
行ってやって 
くださいネ 、 
どうかどうか 〆 
オネガィです 一 
|あたしなんか 
もうぃぃん } 

です 鼠： 


1 


H 


おたえばちやん 
の言ぅこと 
よくきいてネ‘ 


I 


1 


平吉さん 
これを 
あたしだと 
思って 
大切に 
してネ：… 


おいら 
大切に 
するよぅつ . 


1 i 


たまには / 
おじいちやんのノ 
世話をして 
あげてネ 


おねしょ 
やめて 

イイ n ちゃん 
になってネ 


4パ 


マガ 


あああっ 

病気の 
おッ月さん 
昇ってく 


n 




うつべ〜ん 


死んじや一 

ィヤだょ一っ 
ィヤだよ1つ 




ねえちやん L 
死んじや 

イヤだよ1つ 

























ききょぅの^ 
おばさんが 
くれたん I 
だよ…； 
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